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住　所：寒河江市中央工業団地196番地
代表者：代表取締役 山田 雅裕
業　種：製造業
従業員：24名（女性 2名、男性 22名）
http://www.mirai.co.jp/

企業より一言未来工業株式会社山形工場

小林 一郎さん
山形工場長

未来工業株式会社山形工場

この人に
聞きました

　経営理念「常に考える」をモットーに、その社会的責任の重さを自覚し、企
業人、社会人として求められる倫理観によって公正かつ適切な経営を実現し
ていくことが重要であると考えております。そのような考えに基づき、『未来
工業グループの行動基準』を定め着実な実現に向かって、努力いたします。

▲社内に掲示されるスローガン

◀自然光で明るい事務所

自律した社員を育てる
ための取組み

　業界では最後発メーカーでありながら、
目を見張る成長を続ける未来工業。秘訣
は、他社とは違った製品を作り出す徹底
した「差別化戦略」と、社員の“やる気”を
引き出す「人事マネジメント」であると、
創業者の1人で相談役であった山田昭男
氏（平成26年逝去）は語っている。山形工
場もまた、そんな社風を受け継いでいる。
　「未来工業の社員は『常に何故、ナゼ、
なぜ』と心の中で復唱しながらものを見
て、考えています。」と山形工場長の小
林さんは話す。その中には、「残業禁止」
という大きな課題をいかにしてクリアす
るかも含まれている。これを遵守するに
は、仕事中の無駄を省き、自律した社員
であることが不可欠である。
　そのためにも、会社は社員の資質を高
めるための支援を行っている。通信教育・
通学教育等にかかる費用の援助、有用と
判断される資格については業務に直接関
係する否かを問わず、資格取得奨励金と
資格手当を支給しているのだ。

　同社では、社員全員が個別に目標を
立てている｡目標を具体化するに当たっ
ては、何を、誰のために考えるのかを
大切にしているという｡加えて、「今日は
これがベストかもしれないけれど､明日
もそうとは限らない。だから常に考え
ることが求められ､改善工夫を常とした
朝令暮改があたりまえという社風が育
まれてきたのだと思います。」とのこと。
　普段の業務だけに留まらず、５年毎
に実施される全社員参加の海外旅行の
前には、営業はもちろん全てのセクショ
ンで、１週間休むために、自分は何を
すべきかを考える。社員一人ひとりが
考えた結果､営業売上が過去最高を達成
したこともあった。「理想としては、自
律した社員が常にオーナー的な心構え
で､考えながら仕事をし、お客様に喜ば
れる創意工夫を更に心がけ、商品の品
質を磨き、休日数を増やすこと。」と続
ける小林さん。

社員一人ひとりが
目標を設定

地域貢献活動への
参加支援

　養育する子どもが小学校就学始期に
達するまで、育児のために所定有給休
暇のほかに特別休暇として年５日まで
取ることができる。育児休業は最長で
３年間だ。残業禁止令や労働時間短縮
に取組んでいることからも、仕事と家
庭の両立支援について会社の積極的な
姿勢が見られる。
　セクシュアルハラスメント、パワー
ハラスメント等の相談、苦情窓口も設
置している。
　社員が参加する地域貢献活動に使用
する車両、器具等の無料貸出を行って
いる｡地域の中高生の体験学習や工場見
学についても、積極的に受入れを行っ
ている。寒河江市で京劇公演を主催し
たこともあり、地域在住の市民を無料
招待し好評を得た。文化事業振興に繋
がる企画は、これからも続けていく予
定である。

（平成21年取材）
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